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特 集

参
加
者
の
活
動
は

高
橋
（
一
）　
協
会
は
今
年
で
14
年

目
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
国
際
理
解
事
業
、花
見
・

芋
煮
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
入
な
ど
の
交
流
事
業
、
交
流

推
進
課
と
連
携
し
た
国
際
啓
発
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

高
橋
（
京
）　
英
語
・
韓
国
語
・
中

国
語
の
市
民
ガ
イ
ド
、
医
療
用
語
集
、

観
光
案
内
を
作
成
し
た
。

村
上
　
10
年
ぐ
ら
い
ク
ッ
キ
ン
グ
事

業
に
関
わ
っ
て
い
る
。
当
初
は
料
理

が
し
た
い
子
ど
も
が
多
か
っ
た
が
、

最
近
は
交
流
し
た
い
と
い
う
子
ど
も

が
増
え
て
き
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
の

お
か
げ
だ
と
思
う
。

ベ
ロ
ニ
カ
　
昨
年
８
月
か
ら
国
際
交

流
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
今
年

は
、
学
校
訪
問
・
ド
イ
ツ
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
・
ベ
ル
リ
ン
フ

ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
、
様
々

な
方
と
交
流
が
で
き
良
か
っ
た
。

ア
ナ
ス
テ
ィ
シ
ャ
（
以
下
ア
ナ
）　

　
英
語
の
授
業
だ
け
で
な
く
昼
休
み

や
給
食
の
時
間
も
子
ど
も
た
ち
と
過

ご
す
こ
と
が
多
い
。
公
民
館
事
業
へ

の
協
力
や
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で

英
語
を
教
え
る
こ
と
も
あ
る
。
教
材

を
自
作
し
た
り
し
て
工
夫
し
て
い
る
。

国
際
交
流
の
課
題
は

ミ
シ
ェ
ル
　
買
い
物
の
際
、
外
国
人

だ
か
ら
か
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
有
無

を
聞
か
れ
な
い
。
日
本
語
を
理
解
で

き
る
の
に
。

ア
ナ
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
の
人
が
い

て
、
い
ら
な
い
時
は
英
語
を
話
し
外

国
人
に
な
る
。（
笑
）

伊
勢
　
言
葉
の
壁
が
あ
る
の
だ
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
受
け
入
れ
も
多
く
な
っ
て
く
る
。

今
の
子
ど
も
が
大
人
に
な
る
頃
に
は

そ
ん
な
こ
と
も
な
く
な
る
と
思
う
。

村
上
　
日
本
は
外
国
人
を
受
け
入

れ
慣
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

色
々
な
文
化
を
理
解
す
る
、
多
様
性

を
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
課

題
。

ベ
ロ
ニ
カ
　
ド
イ
ツ
と
の
交
流
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ど
の
よ
う
な
交

流
が
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
色
々
な
こ

　
本
当
の

国
際
交
流
と
は
！

観
光
客
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
外
国
人
労
働
者
な
ど
へ
の
対
応
も
必
要

　国際交流元年を宣言した

昨年度より、東京オリンピ

ックのホストタウンへ向け

ての動きや、インゲルハイ

ム・アム・ライン市との交

流など、国際交流が活発に

なってきている。

　今回は、本市の国際交流

の中心を担っている方々に

お話を伺いました。

国際交流
と

市 議 会
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と
を
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
焦
点
を
絞

っ
て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

高
橋
（
京
）　
東
根
市
に
は
現
在
22

カ
国
か
ら
の
人
が
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
働
き
に
来
る
方
が

増
え
て
い
る
。
地
域
の
受
け
入
れ
体

制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
協
会
が
担
っ

て
い
く
部
分
が
大
き
い
。

高
橋
（
一
）　「
国
際
交
流
」
は
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
施
策
。
今
後
本
市

に
も
外
国
の
方
が
、
観
光
や
仕
事
で

多
く
や
っ
て
く
る
。
早
急
に
快
く
受

け
入
れ
交
流
し
て
い
く
環
境
を
つ
く

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
協

会
単
独
で
は
難
し
い
。
交
流
推
進
課

を
核
に
各
種
団
体
と
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
大
事
。

こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

ア
ナ
　
子
ど
も
た
ち
に
は
英
語
の
勉

強
を
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

高
橋
（
京
）　
日
本
の
子
ど
も
は
、

自
分
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い

る
か
知
ら
な
い
。
世
界
に
は
、
勉
強

が
で
き
る
環
境
に
な
い
子
が
た
く
さ

ん
い
る
。
世
界
の
多
様
性
を
知
っ
て

欲
し
い
。

高
橋
（
一
）　
本
市
の
子
ど
も
た
ち

の
多
く
が
世
界
に
出
て
、
体
験
を
通

し
て
学
ぶ
機
会
を
多
く
も
っ
て
ほ
し

い
。

ベ
ロ
ニ
カ
　
欧
米
圏
の
方
は
主
に
観

光
目
的
で
訪
れ
る
方
が
多
い
。
ベ
ト

ナ
ム
人
、
韓
国
人
の
方
な
ど
は
現
在

居
住
し
て
お
り
さ
ら
に
増
え
て
い
く
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
育
っ
て
い

く
か
を
含
め
、
公
的
サ
ポ
ー
ト
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
異
文
化
へ
の
理
解
が
大

切
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

東
根
市
さ
く
ら
ん
ぼ

国
際
交
流
協
会

高
橋　
一
郎
さ
ん
（
会　
長
）

高
橋　
京
子
さ
ん
（
副
会
長
）

伊
勢　
　
博
さ
ん
（
理　
事
）

村
上　
悦
子
さ
ん
（
理　
事
）

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

コ
レ
ッ
ト
さ
ん

�

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

カ
ー
シ
ャ
さ
ん

�

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）

ア
ナ
ス
テ
ィ
シ
ャ
さ
ん

�

（
ア
メ
リ
カ
）

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
さ
ん

�

（
イ
ギ
リ
ス
）

ブ
リ
ア
ン
ナ
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
）

国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）

ベ
ロ
ニ
カ
さ
ん
（
ド
イ
ツ
）

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
外
国
人
労
働
者
、
今
後
ま
す
ま
す
日
本
に
、
そ
し
て
、

東
根
市
に
も
多
く
の
外
国
人
の
方
々
が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
個
人
レ
ベ
ル
で
も
異
文
化
に
対
す
る
理
解
が
必
要
で
す
し
、
行
政
と

し
て
も
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。
今
後
、
議
会
で
も
議
論
し
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲

さ
く
ら
ん
ぼ
種
飛
ば
し
ワ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ

リ
2
0
1
8
に
参
加
し
た
留
学
生
た
ち
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議
　
員
　
公
募
の
結
果
に
至
る

ま
で
の
経
緯
は
。

教
育
次
長
　
情
報
収
集
の
意
味

も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
説
明
会

に
は
９
団
体
が
来
て
い
た
。
最

終
的
に
、
申
請
は
１
団
体
の
み

で
あ
っ
た
。

議
　
員
　
共
同
事
業
体
と
な
る

が
、
構
成
団
体
の
連
携
に
問
題

は
な
い
か
。

教
育
次
長
　
施
設
使
用
申
請
の

受
付
・
許
可
、
観
光
案
内
・
交

流
も
指
定
管
理
者
が
担
う
こ
と

に
な
り
、
問
題
は
な
い
。

議
第
79
号　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

「
東
の
杜
」
の
指
定
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た

ポイント1

第４回定例会

　
4
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
東
の
杜
」
の
指
定
管
理
者
は
、
大
け
や

き
未
来
共
同
事
業
体
（
東
根
市
観
光
物
産
協
会
、
大
け
や
き
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　「
和
」
の
文
化
施
設
と
し
て
、
多
く
の
市
民
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
外
国
人
を
呼
び
込
む
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

東
根
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

●
会 

期
　
11
月
28
日
～
12
月
13
日

※詳細は、市ホームページから確認できます。

この中から３項目をピックアップ
4 4 4 4 4 4

！

議
論
さ
れ
た
案
件

補
正
予
算
…
…
…
…
…
10
件

条
例
の
一
部
改
正
…
…
４
件

事
件
決
議
…
…
…
…
…
３
件

請
願
審
査
…
…
…
…
…
３
件

【賛否が分かれた議案】

会
派
名

議
員
名

請
願
第
16
号

ひ
が
し
ね
創
生
会

細矢　俊博 ×

白井　健道 ×

高橋　鉄夫 ×

清野　忠利 ○
鴻
志
会

浅野目幸一 ×

佐藤　　直 ×

政
清
・
公
明

阿部　綾子 ×

原田　利光 ×

河村　　豊 ×

髙橋　光男 ×

秋葉　征士 ×

東
輝
会

森谷　政志 欠席
片桐　勝寿 ○
山科　幸子 ○
清野　貞昭 ×

無
会
派

今野　　孝 ○
髙橋ひろみ ×

加藤　信明 議長
○＝賛成×＝反対
※議長は採決に加わりません。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

ポイント3

ポイント3
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第４回定例会

議
　
員
　
７
６
０
万
円
の
積
算

根
拠
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
対
象
世
帯
数

１
，
６
０
０
世
帯
に
対
し
、
５
，

０
０
０
円
。
申
請
率
を
95
％
と

し
た
。

議
　
員
　
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
概
ね
70
％
〜

80
％
の
申
請
率
で
あ
っ
た
。
平

成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の
申
請

件
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
１
，
２

３
７
件
、
１
，
２
５
８
件
、
１
，

０
９
５
件
と
な
っ
て
い
る
。

議
　
員
　
周
知
方
法
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
こ
れ
ま
で
申

請
を
さ
れ
た
方
へ
案
内
を
送
付

し
、
市
報
や
民
生
委
員
を
通
し

た
周
知
も
行
う
予
定
。

議
　
員
　
年
度
途
中
の
補
正
予

算
で
は
な
く
、
当
初
予
算
で
の

計
上
を
望
む
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
弊
害
が

生
じ
な
い
よ
う
努
め
る
と
い
っ

た
旨
の
付
帯
決
議
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
農
業
者
に
と

っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
、

県
条
例
を
制
定
し
た
こ
と
で
、

引
き
続
き
安
価
な
種
子
の
供
給

が
期
待
で
き
る
等
の
意
見
が
あ

り
「
不
採
択
」
と
な
り
、
本
会

議
に
お
い
て
は
賛
成
討
論
、
反

対
討
論
を
経
て
、
賛
成
少
数
で

「
不
採
択
」
と
な
っ
た
。

賛
成
討
論

　
国
会
で
は
、
種
子
生
産
・
普

及
体
制
の
弱
ま
り
や
民
間
企
業

に
よ
る
種
子
独
占
、
高
価
格
化

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ

れ
た
が
、
政
府
は
明
快
な
答
弁

が
で
き
な
か
っ
た
。
農
業
競
争

力
強
化
支
援
法
の
「
試
験
研
究

機
関
及
び
都
道
府
県
が
有
す
る

種
苗
の
生
産
に
関
す
る
知
見
の

民
間
事
業
者
へ
の
提
供
を
促
進

す
る
こ
と
」
と
の
明
記
が
国
民

の
不
安
感
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

反
対
討
論

　
種
子
法
に
は
、
種
子
の
権
利

を
保
護
す
る
条
文
は
な
く
、
種

苗
法
で
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
種
子
法
の
廃
止
で
、
農
家
は

特
許
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
種
子

が
使
え
な
く
な
る
」
は
、
明
ら

か
な
ミ
ス
リ
ー
ド
で
あ
る
。

　
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子

の
低
廉
か
つ
安
定
的
な
供
給
や
、

品
質
の
確
保
及
び
安
定
的
な
生

産
を
推
進
し
、
農
業
の
持
続
的

な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
県

は
「
山
形
県
主
要
農
産
物
種
子

条
例
」
を
制
定
し
た
。

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６
４
６
万
２
千
円
が
追
加
さ
れ
、
一

般
会
計
の
総
額
は
２
１
０
億
４
千
３
７
９
万
2
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
趣
旨
（
請
願
第
16
号
）

種
子
法
は
、
農
民
の
生
産
・
販
売
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

種
子
法
の
廃
止
で
、
農
家
は
特
許
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
種
子
が
使
え
な
く
な
る
。

議
第
82
号　
東
根
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

審
査
の
経
過

「
主
要
農
産
物
種
子
法
の
復
活
等
を

も
と
め
る
請
願
」
は
不
採
択

ポイント3

福
祉
灯
油
購
入
費
等
助
成
事
業
な
ど

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

ポイント2こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
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Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

　
防
災
行
政
の
拡
充
を

議
　
員
　
市
内
に
お
け
る
空
家

を
ど
の
よ
う
に
調
査
し
、
そ
の

実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
前
回
の
一
斉
調
査
か

ら
約
６
年
経
過
し
た
事
、
あ
わ

せ
て
空
家
等
の
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に

伴
い
空
家
の
定
義
が
示
さ
れ
た

事
か
ら
今
年
度
再
度
各
地
区
区

長
会
に
依
頼
し
、
空
家
の
一
斉

調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。
国
か

ら
示
さ
れ
た
定
義
に
基
づ
き
、

明
瞭
で
よ
り
実
態
に
即
し
た
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
結
果

を
踏
ま
え
今
後
の
空
家
等
対
策

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

議
　
員
　
空
家
の
建
築
物
の
老

朽
度
・
危
険
度
ラ
ン
ク
の
判
定

は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
や
方
法

で
行
う
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
県
で
示
し
て

い
る
「
建
築
物
の
老
朽
度
・
危

険
度
判
定
基
準
」
に
基
づ
き
、

当
該
建
築
物
を
外
観
目
視
に
よ

り
不
良
度
を
判
定
す
る
。

　
計
画
の
円
滑
な
運
用
は

議
　
員
　
計
画
の
運
用
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
う

の
か
。

市
　
長
　「
空
家
を
発
生
さ
せ

な
い
」「
空
家
の
適
正
管
理
を

促
進
す
る
」「
管
理
不
全
空
家

等
の
指
導・対
策
を
強
化
す
る
」

の
３
点
を
重
点
と
し
て
運
用
に

努
め
て
い
る
。

　
対
策
の
取
り
組
み
の
推
進
は

議
　
員
　
空
家
の
解
体
と
利
活

用
の
２
つ
は
、
空
家
対
策
の
重

要
事
項
で
あ
り
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
す

る
の
か
。

市
　
長
　
現
在
、
空
家
所
有
者

等
に
対
し
て
、
空
家
の
利
活
用

や
施
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
把
握
し
た
空
家
所
有

者
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
中

古
住
宅
流
通
等
の
民
間
の
力
、

空
家
等
の
関
係
団
体
か
ら
の
協

力
、
国
の
解
体
補
助
事
業
の
導

入
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
と
可

能
性
を
検
討
し
推
進
し
て
い
く
。

議
　
員
　「
空
家
バ
ン
ク
」
に

登
録
し
た
物
件
に
対
し
、
家
財

道
具
等
の
処
分
費
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
提
案
す
る
。
並

び
に
市
内
の
東
部
地
区
と
西
部

地
区
は
特
に
空
家
が
多
い
た
め
、

対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
地
区
を
空
家
対
策
重

点
地
域
に
指
定
し
、
重
点
的
な

対
策
の
強
化
を
要
望
す
る
。

空
家
の
実
態
調
査
は

計
画
の
円
滑
な
運
用
は

対
策
の
取
り
組
み
の
推
進
は

防
災
行
政
の
拡
充
を

教
育
現
場
の
多
忙
解
消

細矢  俊博  議員

東根市空家等対策計画

国の解体補助事業の導入などあらゆる

手段と可能性を検討しながら推進へ！

▲空家所有者の適正管理を望む！

苦情

腐朽

雑草
害虫

不審火

不法投棄

倒壊の恐れ

景観の悪化

空家バンク制度のイメージ
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

　
防
災
行
政
の
拡
充
を

議
　
員
　
本
市
は
、
乱
川
扇
状

地
の
上
に
立
地
し
て
い
る
。
そ

の
上
、
山
形
盆
地
西
側
に
は
活

断
層
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
洪
水
や
地
震
へ
の
備
え
を

怠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
市
内
全
域
に
99
の
自

主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

各
自
主
防
災
会
に
お
い
て
は
、

防
災
知
識
の
共
有
を
目
的
と
し

た
学
習
会
や
防
災
訓
練
が
数
多

く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

議
　
員
　
自
主
防
災
会
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、
防

災
訓
練
の
拡
充
を
図
る
べ
き
。

総
務
部
長
　
自
主
防
災
会
連
絡

協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
訓
練

や
学
習
会
の
積
極
的
な
開
催
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
　
員
　
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
高
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

て
い
る
消
防
職
員
の
配
置
は
。

総
務
部
長
　
定
数
62
名
に
対
し
、

現
在
の
職
員
数
は
56
名
で
す
。

今
後
と
も
、
計
画
的
な
人
員
体

勢
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
教
育
現
場
の
多
忙
解
消

議
　
員
　
平
成
14
年
度
の
学
校

週
５
日
制
の
本
格
実
施
に
伴
い
、

一
旦
は
削
減
さ
れ
た
学
校
の
年

間
授
業
時
数
が
、
平
成
30
年
度

に
は
学
校
週
６
日
制
の
時
に
戻

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、

教
育
現
場
の
多
忙
に
拍
車
を
か

け
た
と
考
え
る
。

　
教
育
委
員
会
は
、
教
職
員
の

適
正
な
労
働
に
責
任
を
負
う
当

事
者
と
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
市
教
育
委
員
会
は
、

教
職
員
に
対
す
る
服
務
監
督
を

担
っ
て
お
り
、
学
校
の
経
営
と

職
務
の
遂
行
に
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
教
職
員
の
勤
務
実
態

を
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し
て

い
る
か
。

教
育
次
長
　
平
成
24
年
度
か
ら
、

11
月
の
指
定
さ
れ
た
一
週
間
に

お
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

議
　
員
　
年
に
一
回
の
調
査
で

実
態
を
把
握
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入

等
で
、
日
常
的
な
勤
務
実
態
の

把
握
を
強
く
要
望
す
る
。

防
災
行
政
の
拡
充
を

教
育
現
場
の
多
忙
解
消

今 野　孝　議員

防災行政の拡充と

学校現場の多忙解消を

800

1,000

小学校の年間授業時数の変遷

※平成4年度は学校週6日制

※平成14年度以降は学校週5日制

（時間）

～～

平
成
４

一
年
生

三
年
生

五
年
生

平
成
14

平
成
23

平
成
30

（
年
度
）

ひがしね議会だより●広報●平成31年2月1日7



Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

大
滝
公
園
は
重
要
な
東
玄
関

積
極
的
な
取
り
組
み
を

議
　
員
　
市
長
は
、
６
期
目
当

選
に
あ
た
り
国
道
48
号
の
高
速

化
を
最
重
要
施
策
と
し
た
。

　
国
道
48
号
関
山
街
道
は
、
1

日
１
万
台
が
通
行
す
る
大
道
脈

だ
。
沿
線
の
大
滝
公
園
は
、
年

間
35
万
５
千
人
が
訪
れ
る
観
光

名
所
。
も
っ
と
公
園
周
辺
の
整

備
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
大
滝
公
園
は
市
の
重

要
な
観
光
資
源
と
し
て
期
待
し

て
い
る
。
公
園
周
辺
の
安
全
と

利
用
者
の
た
め
に
、
周
辺
環
境

と
快
適
な
ト
イ
レ
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。

議
　
員
　
大
滝
公
園
周
辺
に
は
、

宮
城
県
は
じ
め
他
県
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
地
の
利

を
生
か
し
た
本
市
知
名
度
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

経
済
部
長
　
地
元
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市
の

周
知
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
利
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
山
形
圏
と
仙
台
圏
を

結
ぶ
重
要
地
点
。
休
憩
や
観
光

の
ほ
か
、
気
象
、
道
路
情
報
を

提
供
す
る
施
設
整
備
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

快
適
ト
イ
レ
は

成
長
戦
略
の
一
つ

議
　
員
　
関
山
ト
ン
ネ
ル
の
県

境
付
近
に
は
立
ち
寄
り
施
設
が

な
い
。
絶
景
の
大
滝
公
園
は
、

休
憩
場
所
と
し
て
絶
好
地
。
し

か
し
、
ト
イ
レ
は
和
式
で
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
。
早

急
な
改
善
が
必
要
だ
。

市
　
長
　
ト
イ
レ
の
管
理
清
掃

は
、
愛
林
公
益
会
に
委
託
し
て

い
る
。
築
25
年
が
経
過
し
て
い

る
が
、
耐
用
年
数
は
50
年
。
現

在
は
更
新
計
画
が
な
い
。

議
　
員
　
私
が
要
望
し
た
全
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
来
年
度
で
終
了
す
る
。

　
日
中
も
暗
く
、
旧
態
依
然
と

し
た
大
滝
公
園
ト
イ
レ
の
環
境

整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

議
　
員
　
愛
林
公
益
会
に
委
託

し
て
い
る
ト
イ
レ
の
委
託
料
は
、

月
約
５
千
円
。
利
用
者
が
非
常

に
多
く
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
や
洗
剤
な
ど
の
消
耗
品
代
で

も
厳
し
い
。

　
市
は
国
道
48
号
整
備
に
あ
た

り
、
大
滝
公
園
周
辺
の
危
険
防

止
と
維
持
管
理
、
利
活
用
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
。

大
滝
公
園
は
本
市
の
東
玄
関

　
積
極
的
な
利
活
用
を

快
適
な
ト
イ
レ
は

　
成
長
戦
略
の
一
つ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
計
画
は

山科  幸子  議員

国道48号の重要地点

大滝公園周辺整備を急げ！

▲市の重要課題：国道48号の高速化

▲大迫力の関山大滝！四季の景観バツグン！
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
計
画
は

議
　
員
　
今
年
度
の
施
設
整
備

状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

市
　
長
　
小
田
島
学
童
保
育
所

と
大
森
第
五
学
童
保
育
所
の
整

備
を
実
施
し
て
い
る
。

　
神
町
学
童
保
育
所
の
移
転
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
現
計
画

の
整
備
は
一
段
落
す
る
。

議
　
員
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
、
経
理
、
監
査
な
ど
の

体
制
強
化
等
の
進
捗
は
。

市
　
長
　
専
任
事
務
員
の
雇
用
、

経
理
担
当
者
の
増
員
な
ど
、
組

織
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　
今
年
度
か
ら
３
年
間
で
、
全

て
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
市

監
査
委
員
に
よ
る
監
査
を
実
施

予
定
で
、
よ
り
適
正
な
運
営
や

資
金
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

議
　
員
　
厚
生
労
働
省
は
、
支

援
単
位
ご
と
に
支
援
員
を
２
人

以
上
配
置
す
る
こ
と
を
「
従
う

べ
き
基
準
」
か
ら
「
参
酌
す
べ

き
基
準
」
へ
と
条
件
を
緩
和
す

る
。
そ
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
児
童
の
数
が

大
変
少
な
い
時
間
帯
も
あ
る
の

で
、
国
か
ら
の
正
式
な
通
知
を

待
っ
て
、
現
場
の
状
況
、
現
場

の
声
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、

必
要
な
条
例
改
正
を
行
い
た
い
。

　
保
育
の
質
の
低
下
や
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
環
境
が
悪
く

な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
。

環
境
影
響
評
価
制
度
に
つ
い
て

議
　
員
　
本
年
４
月
に
改
正
山

形
県
環
境
影
響
評
価
条
例
が
施

行
さ
れ
た
。
改
正
点
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
環
境
影
響
評
価
対
象

事
業
へ
の
発
電
所
の
建
設
事
業

の
追
加
や
、
計
画
立
案
段
階
で

の
配
慮
書
の
追
加
な
ど
の
改
正

が
行
わ
れ
た
。

　
周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
重
大
な

影
響
を
未
然
に
防
止
し
、
持
続

可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く

た
め
の
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

事
業
者
に
は
、
よ
り
一
層
事
業

の
推
進
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン

ス
が
求
め
ら
れ
る
。

議
　
員
　
市
長
意
見
、
住
民
等

意
見
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
評
価
対
象
事
業
に
つ

い
て
計
画
段
階
よ
り
、
県
知
事

は
市
長
の
意
見
を
求
め
る
も
の

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

事
業
内
容
、
事
業
規
模
に
よ
っ

て
は
周
辺
の
自
治
体
と
情
報
を

共
有
し
、
地
域
住
民
や
有
識
者

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
計
画
は

環
境
影
響
評
価
制
度
に

つ
い
て

放課後児童クラブの体制強化は

着実に進んでいる！

大規模な林野開発計画には

地域住民と市長意見を届ける！
河 村　豊　議員

ひがしね議会だより●広報●平成31年2月1日9



Q &A一 般 質 問

東
部
地
区
の
下
水
道
区
域
の

　
拡
充
に
つ
い
て

議
　
員
　
第
３
回
定
例
会
で
、

市
長
は
、
本
市
の
発
展
に
は
人

口
の
増
加
は
不
可
欠
。
そ
の
方

策
と
し
て
国
道
48
号
の
高
速
化

が
必
要
。
仙
台
圏
か
ら
の
移
住

者
の
受
け
皿
と
な
る
に
は
、
東

部
地
区
の
下
水
道
区
域
の
拡
充

が
必
要
と
い
う
考
え
を
述
べ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
人
口

減
少
や
節
水
の
浸
透
を
背
景
に
、

ま
た
今
後
訪
れ
る
管
路
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
も
加
わ
り
、

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
に
対

し
て
は
大
変
厳
し
い
見
方
が
さ

れ
て
い
る
。
区
域
の
拡
充
に
は

客
観
的
な
判
断
が
必
要
。
本
市

の
今
後
の
人
口
の
動
向
（
資
料

１
）や
、東
部
地
区
の
現
状（
資

料
２
）、
市
内
の
不
動
産
需
要

の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

市
　
長
　
今
後
に
つ
い
て
は
第

五
次
東
根
市
総
合
計
画
の
策
定

及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
改
定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

議
　
員
　
東
部
地
区
に
つ
い
て

は
下
水
道
だ
け
で
は
な
く
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
含
め
て
効

率
的
な
整
備
が
必
要
。
旧
本
町

な
ど
中
心
部
の
空
き
家
に
よ
る

ス
ポ
ン
ジ
化
の
危
惧
も
含
め
検

討
頂
き
た
い
。

教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

議
　
員
　
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
更
な
る
推
進
と
し
て
、

あ
ら
た
め
て
外
国
語
教
育
、
理

数
科
目
の
強
化
を
宣
言
さ
れ
た
。

学
力
重
視
と
の
印
象
を
受
け
る
。

十
人
に
一
人
と
も
い
わ
れ
る
発

達
障
が
い
や
、
不
登
校
な
ど
に

も
対
応
し
た
裾
野
の
広
い
教
育

が
公
教
育
に
は
必
要
と
考
え
る
。

市
長
の
考
え
は
。

市
　
長
　
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
、
発
達
障
が
い
児

に
対
し
て
対
策
を
進
め
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
り
、

困
難
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
の

支
援
は
教
育
を
語
る
上
で
欠
く

く
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
。
教

育
委
員
会
が
取
り
組
み
の
充
実

を
検
討
し
て
い
る
。

議
　
員
　
そ
れ
で
も
学
校
に
足

の
向
か
な
い
子
の
大
切
な
居
場

所
と
な
っ
て
い
る
ハ
ー
ト
フ
ル

ス
ク
ー
ル
。
そ
の
内
容
の
充
実

を
お
願
い
す
る
。

東
部
地
区
の
下
水
道
区
域
の

拡
充
に
つ
い
て

教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

片桐  勝寿  議員

インフラの整備は客観的な判断を‼
学力に偏らず裾野の広い教育を‼

0
2015年

2020年

2025年

2035年

2045年

資料１ 東根市の世代別推計人口の推移

■0～14歳総人口（人）　■15～64歳総人口（人）　■65歳以上総人口（人）

国立社会保障・人口問題研究所 『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計）より

50,00040,00030,00020,00010,000

資料２　東郷・高崎地区の人口・世帯数の推移
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 増減

世帯数の推移 東郷地区 996 988 994 997 1 
高崎地区 516 512 507 507 ▲9 

高齢者一人暮ら
し世帯の推移

東郷地区 93 98 106 109 16 
高崎地区 44 47 50 63 19 

高齢者夫婦世帯
の推移

東郷地区 87 87 87 97 10 
高崎地区 51 49 53 54 3 

総人口の推移 東郷地区 3,183 3,100 3,044 2,975 ▲208 
高崎地区 1,703 1,663 1,615 1,578 ▲125 

65歳以上人口
の推移

東郷地区 1,138 1,146 1,148 1,146 8 
高崎地区 593 603 610 609 16 

『数字でみる東根市の概要』より
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広域組合議会等概要報告

　
診
療
科
名
称
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
内
科
が
常
勤
医
師
の
専

門
性
に
応
じ
て
「
内
科
」、「
循

環
器
内
科
」、「
腎
臓
内
科
」
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
「
神
経
内
科
」
は
「
脳

神
経
内
科
」
に
名
称
変
更
さ
れ

ま
す
。

　
診
療
内
容
の
専
門
性
を
よ
り

明
瞭
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
に

わ
か
り
や
す
く
な
り
、
選
択
の

幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
他
、
人
事
院
勧
告
等
に

伴
う
給
与
条
例
の
一
部
改
正
、

三
市
一
町
負
担
金
の
補
正
（
東

根
市
は
２
８
７
，
３
０
０
円
の

減
）、
外
来
患
者
人
数
の
減
少

見
込
み
等
に
伴
う
補
正
予
算
な

ど
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
故　
森
谷
政
志
議
員
に
対

し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
言
葉
を

捧
げ
ま
す
。

　
平
成
７
年
、「
小
事
徹
底
」

「
雑
事
真
剣
」
を
理
念
に
、

東
根
市
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
以
来
、
青
年
団
活
動
等

で
培
っ
た
豊
か
な
経
験
を
活

か
し
、
東
根
市
の
市
勢
発
展

の
た
め
、
心
魂
を
傾
注
し
て

ま
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
会
人
と
し
て
の
あ
な
た

は
、
予
算
特
別
委
員
長
、
決

算
特
別
委
員
長
の
要
職
を
歴

任
し
、
円
滑
な
る
議
会
運
営

に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

常
に
冷
静
沈
着
、
義
を
重
ん

じ
情
に
厚
く
、
豊
か
な
経
験

を
踏
ま
え
た
発
言
は
、
市
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
派
代
表
と
し
て
信
望
も

厚
く
、
新
し
い
こ
と
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
強
い
信

念
と
識
見
を
持
つ
あ
な
た
は
、

こ
れ
か
ら
も
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
も
の
と
、
大
き

く
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
突
然
の
急
逝
は
、
本
市

に
と
り
ま
し
て
、
失
う
と
こ

ろ
誠
に
大
き
く
、
か
え
す
が

え
す
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
の
在
り
し
日
の
面

影
を
し
の
び
つ
つ
、
生
前
の

ご
功
績
を
た
た
え
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

追
悼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま

す
。

　
告
別
式
で
の
議
長
に
よ
る
弔

辞
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
組
合
会
計
補
正
予
算
、
診
療
科
名
称
の
変
更
、
市

町
負
担
金
の
補
正
な
ど
、
４
議
案
に
つ
い
て
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

�

第
３
回
定
例
会　
11
月
22
日
開
催

●
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

�

第
３
回
臨
時
会　
12
月
21
日
開
催

●
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

�

第
３
回
定
例
会　
12
月
25
日
開
催

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

ピックアップ

追
悼
の
こ
と
ば
（
平
成
30
年
12
月
29
日
ご
逝
去
）

ひがしね議会だより●広報●平成31年2月1日11



新潟県長岡市

富山県富山市

富山県魚津市

石川県輪島市 神奈川県三浦市

三重県伊勢市

新潟県長岡市
　「長岡花火」「錦鯉」「日本酒」「火焔土器」
といった、地域にもとからある魅力あるもの
の中から、特に「長岡花火」の世界ブランド
化に力を入れていました。
　夏だけでなく、年間を通じて花火を打ち上
げるイベントを開催しています。また、夏の「長
岡まつり大花火大会」では、市ゆかりの著名人、
情報発信力の強い各界の著名人を招待し、彼
らによる SNS やブログ等で、地域情報を効果
的に発信することができるということでした。
　地域の魅力を磨き、対外的に強力にアピー
ルするという戦略的なシティプロモーション
を参考にしたいと思います。

　東根市議会では、各常任委員会ごとに所管する行政事務事業についてテーマを設定し、課題に対する調
査・研究を目的として先進地視察を行っています。
　東根市がさらに住みやすいまちになるよう市当局へ事例紹介をしたり、さらには政策提言などに役立て
ています。
　ここでは、今年度実施した３つの常任委員会の行政視察について紹介します。

富山県富山市
　「シティプロモーション」という市外向けの、
市の魅力を発信する施策と、「シビックプライド」
という市民向けの、地域への誇りや愛着を持たせ
る施策がありました。「シティプロモーション」
では、「富山市立探偵ペロリッチ」という犬のゆ
るキャラを主人公にしたショートアニメムービー
を制作したり、事業者や市民団体などが「富山」
を PR する事業を「シティプロモーション事業」
として認定、補助したりしていました。「シビッ
クプライド」では、「AMAZING　TOYAMA」と
いうキーワードを使い、そのモニュメントを通し
て見ることで、市の魅力を再発見するということ
をしていました。
　市外へだけでなく、市
民に向けた施策にも同等
に力を入れていることが
感じられ、そのことがま
た、市外へのアピールに
もつながるということを
実感しました。

行政視察報告先進地
に学ぶ

総務文教常任委員会　　平成 30 年 10 月 31 日～ 11 月２日

シティプロモーションについて
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三重県伊勢市
　伊勢市の特徴的な取り組みとして、まち
づくり協議会の活動があげられます。地域
住民が主体となって、自ら地域の課題につ
いて話し合い、街並みの保全活動などをお
こなっていました。
　また、伊勢市都市マスタープランは「成
長する都市マスタープラン」をうたい、ま
ちづくりに係る計画等が策定されたとき、
その内容を素早くプランに反映できる仕組
みをとっていました。

富山県魚津市
　人口・財政規模・面積や地形など本市とよく
似た自治体で、運行便数は本市の４倍以上、利
用者数も４倍です。
　市の負担だけで考えると費用対効果は高いと
感じました。本市と比べると利用者１人当たり
の経費が安く抑えられており、経費に対する運
賃収入の割合も高くなっています。
　以前は各地域 NPO 法人に委託していました。
現在はタクシー事業者へ委ねていますが、ドラ
イバーは地域ボランティアが担っています。地
域のバス
という所
有者意識
が成功の
鍵である
と感じま
した。

石川県輪島市
　多世代が集う施設づくりを目指し、社会福祉
法人・青年海外協力協会とともに事業を進めて
います。市内には、サービス付き高齢者向け住
宅・グループホーム・フィットネス・カフェな
どリノベーションした形で点在しています。
　成果として、市内になかった施設ができ地元
の雇用創出につながったこと、地域コミュニテ
ィの意識が高くなったことを挙げていました。
　人口減、高齢化に悩む地域の打開策として有
効な事業であり、「地域まるごとケア」「ごちゃま
ぜ」といった発想が今後の地域社会を考えるう
えでの大きなヒントになるのではと感じました。

神奈川県三浦市
　都市計画マスタープランでは、定住人口と交流人
口の増加を目指す「地域活性化ゾーン」や、観光等
で交流人口の増加を目指す「交流活性化ゾーン」な
ど、それぞれの地域を目的ごとに分けたまちづくり
を行っていました。また、プラン内容を修正する必
要がある場合、次回の改訂時期まで待たずに、素早
い修正を可能とする仕組みを設けていました。
　三浦市まちづくり条例は、市・市民・事業者の責
務を明らかにし、市民がまちづくりに積極的に参加
できるよう、仕組みや手続き等を定めた条例です。
良好な住環境
の維持、事業
者の手続きの
徹底、市民と
事業者間の係
争防止が可能
になったとの
ことでした。

厚生常任委員会　平成 30 年 10 月 23 日～ 10 月 25 日

市民バス運行事業について 生涯活躍のまちづくりについて

経済建設常任委員会　平成 30 年 10 月 31 日～ 11 月２日

都市計画マスタープランについて
三浦市まちづくり条例について

都市マスタープランについて

ひがしね議会だより●広報●平成31年2月1日13



問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp 再生紙使用
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編
集
後
記

東
根
中
部
小
学
校 

６
年

星ほ
し 

川か
わ

　
心こ

こ 

花な 

さ
ん

薬
と
お
客
さ
ん
の
か
け
橋
に
な
る
た
め
に

　
干
支
が
戌
か
ら
亥
に
か
わ
り

既
に
１
カ
月
、
あ
と
数
か
月
で

平
成
か
ら
新
元
号
に
変
わ
り
ま

す
。
第
４
回
定
例
会
で
は
、
本

会
議
、
各
常
任
委
員
会
で
議
案

や
請
願
に
対
し
賛
成
、
反
対
の

議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
国
際
交

流
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
方
々

か
ら
国
際
交
流
に
つ
い
て
の
現

況
や
思
い
等
を
自
由
に
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
外

国
人
か
ら
見
た
交
流
の
あ
り
方
、

考
え
方
等
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
学
ぶ
点
が
多
く
、
今
後
国
際

交
流
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
根
市
議
会
は
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
市
政
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
こ
れ
か
ら
も
多
様
な
立
場

の
方
々
と
の
会
話
や
体
験
を
通

じ
、
皆
様
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
編
集
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
白
井
　
健
道

　
　
副
委
員
長
　
片
桐
　
勝
寿

　
　
委
　
　
員
　
山
科
　
幸
子

�

河
村
　
　
豊

�

今
野
　
　
孝

�

高
橋
　
鉄
夫

�

髙
橋
ひ
ろ
み

し
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し

て
、
何
回
か
行
く
う
ち
に
私

は
、
お
客
さ
ん
に
思
い
や
り

を
持
っ
て
関
わ
り
、
薬
の
知

識
が
豊
富
な
薬
剤
師
に
と
て

も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
９
月
に
ロ
イ
ヤ
ル
病

院
に
職
場
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
行
っ
て
み
て
改
め
て
感

じ
た
こ
と
は
、
常
に
患
者
さ

ん
目
線
で
働
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
治
り
ょ
う

が
で
き
る
よ
う
に
病
院

の
背
骨
の
よ
う
な
存
在

と
し
て
動
い
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
今
後
は
、
職
場
見
学

に
行
っ
た
時
に
学
ん
だ

「
患
者
さ
ん
目
線
で
考

え
る
」
と
い
う
こ
と
を

「
他
人
目
線
で
考
え
る
」

と
い
う
行
動
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
自
分
の
「
よ
い

所
」
に
加
え
て
、
こ
れ

か
ら
も
も
っ
と
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
薬
剤
師

で
す
。
私
は
、
花
粉
し
ょ
う

な
の
で
春
や
秋
に
薬
を
も
ら

い
に
行
き
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
薬
の
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ

聞
か
せ
て
！

夢

あ
な
た
の

開　会
本会議
予算特別委員会
本会議（会派代表質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（総括質疑）
予算特別委員会
各常任委員会

２月27日㈬

３月４日㈪
３月５日㈫
６日㈬
８日㈮

予算特別委員会各分科会
予算特別委員会各分科会
各常任委員会
予算特別委員会
本会議
閉　会

３月11日㈪
12日㈫
13日㈬
19日㈫

※ 日程は、定例会告示後の議会運営委員
会で正式決定します。詳しくは議会事
務局にお問い合せください。

平成31年第1回定例会

日程のお知らせ

2月27日から
3月19日まで
　　　　開催予定

平成 30年第４回定例会では、延べ156名の皆様に議会を傍聴していただきました。第１回定例会もぜひお越しください。


